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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気機械式機器のユーザと、前記電気機械式機器のためのトラブル解決のサポート活動
に従事するトラブル解決アドバイザとの間の共同作業のやり取りをサポートする、通信シ
ステムであって、
　電気機械式機器であって、ユーザの前記電気機械式機器に着脱可能に取り付けられた着
脱可能なディスプレイユニットを含み、前記電気機械式機器及び前記ディスプレイユニッ
トは、前記電気機械式機器と前記電気機械式機器の検知された状態とに関する前記電気機
械式機器のユーザの位置の視点に方向付けられた前記電気機械式機器のモデルを含む前記
電気機械式機器の動的仮想表現を発生させると共に前記着脱可能なディスプレイユニット
に表示する、ように構成され、第１の通信リンクが、前記ディスプレイユニットと前記電
気機械式機器との間のデータを通信するように構成されており、前記データは、前記電気
機械式機器の少なくとも１つの構成要素の前記検知された状態に特有である、前記電気機
械式機器と、
　前記電気機械式機器と前記電気機械式機器の前記検知された状態とに関連する前記電気
機械式機器のユーザの位置の前記視点に方向付けられた前記電気機械式機器の前記動的仮
想表現を表示するように構成される、遠隔のトラブル解決インターフェースであって、第
２の通信リンクが、前記電気機械式機器と前記遠隔のトラブル解決インターフェースとの
間の双方向データ通信を提供するように構成されている、前記遠隔のトラブル解決インタ
ーフェースと、
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　を備え、
　前記通信システムは、前記電気機械式機器と前記電気機械式機器の前記検知された状態
とに関連する前記電気機械式機器のユーザの前記位置における変化に基づいて前記着脱可
能なディスプレイユニットに表示された前記電気機械式機器の前記動的仮想表現を更新す
るように構成され、
　前記通信システムは、前記電気機械式機器の前記動的仮想表現が前記第２の通信リンク
によって前記遠隔のトラブル解決インターフェースに通信されると共に前記遠隔のトラブ
ル解決インターフェースと同期する、ように構成される、
通信システム。
【請求項２】
　前記通信システムは、ライブモード、フリーズモードおよび操作ガイドモードを含むよ
うに構成される、請求項１に記載の通信システム。
【請求項３】
　前記通信システムは、前記電気機械式機器の前記検知された状態と、前記ユーザによる
前記電気機械式機器の観察状態との間の差の検出および補正をサポートするように構成さ
れる、請求項１に記載の通信システム。
【請求項４】
　前記動的仮想表現は、２次元及び３次元の内の１つの表現である、請求項１に記載の通
信システム。
【請求項５】
　前記遠隔のトラブル解決インターフェースは、前記電気機械式機器の第２の仮想表現を
含み、前記ユーザと共有しない、ように構成される、請求項４に記載の通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、複写機、プリンタ、ファクシミリ、および複合機などの、事務機材のユーザ
向け診断および顧客サービスシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　プリンタまたは複写機などの事務機材は、典型的には、ソフトウェアに基づくオペレー
ティングシステムを用いて、基本的なマシン機能を実行し、マシンが可能な種々のジョブ
を実現する。しかしながら、ソフトウェア、詳細には高速度複合機に用いられるソフトウ
ェアは、種々の問題および欠陥を被りやすい。このタイプのマシンでは、極端に複雑で洗
練されたマシンハードウェアの場合に、新たな問題も生じる。発生するハードウェアおよ
びソフトウェア問題は、典型的には低い非周期的な率で起こり、したがってマシンにサー
ビスを提供するときに再現することは極めて困難であり、それゆえに解決することは困難
である。さらに、これらの問題の多くは顧客によって特定されるが、このような顧客は、
典型的にはこのタイプのマシンを診断してサービスを提供する技術的なトレーニングを受
けていない。こういう訳で、サービス提供組織が、主要なマシン動作情報、および詳細に
はマシン制御システムの性能およびマシン構成部品の物理的状態を反映する情報に、アク
セスすることができることが重要である。
【０００３】
　機材のユーザと納入業者との間の取引協定における周知の特徴は、ユーザが何らかのメ
ンテナンスおよび機材の基本的なトラブル解決に対して、少なくとも部分的に責任がある
ことである。しばしば機材は、ユーザがテストし、操作して、おそらくは取り換えること
ができる構成部品を有するが、しかし機材への投資を考慮して、ユーザは、納入業者およ
びそのサービス部門の強いサポートなしに、システム修復に従事することに気が進まない
。したがって、機材サービスの正確さおよび効率を高めることは、詳細には、遠隔のトラ
ブル解決サービス部門に対して、機材の状態および発生している問題を、明瞭に表現しま
たは判断することに基づいている。技術サポート部門への電話通信のフラストレーション
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がたまる経験は、一般的に知られており、実際に当該部門へ問題の伝達を試みる洗練され
ていない顧客の問題が、きわめてよく見られている。
【０００４】
　典型的には、ユーザがマシンに関する問題に直面し、その問題を解決することができな
い（またはその問題を自身で解決することを望まない）とき、ユーザ（またはユーザ代表
者）は、助けを求めてサポート組織に電話をするが、このような組織は、典型的には支援
するのに役立つトラブル解決者を有している。マシンシリアル番号などの目立った細目が
取り込まれた後、トラブル解決者は、問題の特性および程度を確かめようとする。問題の
本質およびその起こりうる原因がカバーされていなかったとき、トラブル解決者は、問題
を解決しようとするいくつかのやり方を提案するか、あるいは、この時点で通話をより高
いレベルのサポートへ一番適切に回すように決定する。トラブル解決者は、ユーザに問題
を解決してもらおうとする場合、トラブル解決者独自の知識および経験の他に、オンライ
ン知識ベース、物理的なマシン、または同僚の助言などのリソース範囲を利用してもよい
。
【０００５】
　マシンに関する問題を経験しているユーザとトラブル解決者との間の、電話上でのやり
取りは、相当数の現象を再発的に伴う。ユーザおよびトラブル解決者は両者間で、問題に
ついて、適切な解決法が何であるかの考察を可能にする説明を組み立てる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第７，７１５，０３７号明細書
【特許文献２】米国特許出願第１２／６８９，７３７号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１０／０１２５７５９号明細書
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】Ｓ．Ｃａｓｔｅｌｌａｎｉ、Ａ．Ｇｒａｓｓｏ、Ｊ．Ｏ’Ｎｅｉｌｌお
よびＦ．Ｒｏｕｌｌａｎｄ「ＤＥＳＩＧＮＩＮＧ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ　ＡＳ　ＡＮ　
ＥＭＢＥＤＤＥＤ　ＲＥＳＯＵＲＣＥ　ＦＯＲ　ＴＲＯＵＢＬＥＳＨＯＯＴＩＮＧ」Ｊｏ
ｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｖｅ　
Ｗｏｒｋ　（ＪＣＳＣＷ）第１８巻、Ｎｏ．２－３、１９９－２２７頁、２００９年
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　これらのやり取りも、典型的には、必ずしもマシンのそばに（物理的に）位置していな
い音声回線（電話）に、やり取りを行う者がアクセスだけできる状況下で行われ、それに
よってユーザは、トラブル解決者との接触を保持しながら、マシンにアクセスする手段を
何とかすることが必要となる。音声回線単独では、すべての説明、指示およびフィードバ
ックが口頭だけであることを意味し、ユーザは、初期の問題説明、状況の情報、試行指示
の結果などの唯一の供給源であることになる。この結果、トラブル解決者は、ユーザが動
作をすでに行ったことを知らないか、それともユーザが動作を正確に行ったことを確信す
ることができないかであるので、ユーザが動作を繰り返すことを頼むことになる。トラブ
ル解決者は、テキストのリソースから可能性のある解決法が得られる場合、この解決法を
テキストから要約し、その後で純粋に口頭手段を通して明瞭に表現しなければならないこ
とになる。これらの状況の結果、解決が、よくても準最適である場合に、相当数の問題が
発生している。
【０００９】
　・ユーザは、電話中に、マシンにアクセスできないかもしれないし、他者とのアクセス
を調整すること、または電話とマシンとの間で絶えず移動することに、努力を充てる必要
があるかもしれない。
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【００１０】
　・トラブル解決者は、現在のマシン状態、ユーザによって着手された以前の動作、およ
びマシンの以前の調子に関する、潜在的に重要なかつ関係のある情報に欠くことになる。
【００１１】
　・マシンへの相互のアクセス不足があり、結果として次の努力が充てられる。
【００１２】
　・問題の表現が相互に同意された状態に達するために、現在の状態を説明し、質問に答
えること、
【００１３】
　・現在の状況に対して、どれほどの指示および指揮が適切に組み立てることができるの
かを理解することができずに、指示および指揮を生み出し、折り返し報告すること（潜在
的に冗長なフィードバックを必要とし、解明の程度を変化させること）、および
【００１４】
　・マシンに属する物理的に同一の部品を両者が参照していることを確実にするやり方を
、いっしょに考え出すこと。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本開示に従う共同作業システムの典型的な実施の形態を図示する。
【図２】図２は、本開示に従う典型的なエンドユーザとトラブル解決者とのインターフェ
ースを図示する。
【図３】図３は、共同作業するマシンのトラブル解決をサポートする双方向遠隔ビジュア
ル化システムについての全体のアーキテクチャである。
【図４】図４は、主題システムに従うマシンユーザおよびトラブル解決専門家によって実
行される基本的なステップを示すフローチャートである。
【図５】図５は、本開発を組み込む画像システムの選択された部品を詳細に図示するブロ
ック図である。
【図６】図６は、本開発を組み込む画像システムの選択された部品を詳細に図示するブロ
ック図である。
【図７】図７は、本開発を組み込む画像システムの選択された部品を詳細に図示するブロ
ック図である。
【図８】図８は、複合機（ＭＦＤ：ｍｕｌｔｉｆｕｎｃｔｉｏｎ　ｄｅｖｉｃｅ）上にド
ッキングされた着脱可能なディスプレイユニットを組み込む複合機の斜視図である。
【図９】図９は、動的３Ｄ仮想表現を表示する、ドッキング状態から切り離された着脱可
能なディスプレイユニットを有する複合機の斜視図である。
【図１０】図１０は、複合機およびディスプレイシステムの機能ブロック図である。
【図１１】図１１は、動的３Ｄ仮想表現の一実施の形態を図示する着脱可能なディスプレ
イユニットの拡大斜視図である。
【図１２】図１２は、動的３Ｄ仮想表現の別の実施の形態を図示する着脱可能なディスプ
レイユニットの拡大斜視図である。
【図１３】図１３は、動的３Ｄ仮想表現の別の実施の形態を図示する着脱可能なディスプ
レイユニットの拡大斜視図である。
【図１４】図１４は、動的３Ｄ仮想表現の別の実施の形態を図示する着脱可能なディスプ
レイユニットの拡大斜視図である。
【図１５】図１５は、図９の動的３Ｄ仮想表現ディスプレイシステムを用いて実行するこ
とができる方法を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本開示、および本明細書に含まれる典型的な実施の形態は、機器エンドユーザと遠隔の
トラブル解決者との間のやり取りを増強する方法およびシステムを提供する。この方法お
よびシステムは、スクリーンを含むモバイルポータブル機器を使用することに加えて、機



(5) JP 5727947 B2 2015.6.3

10

20

30

40

50

器のモデルを含むトラブル解決システムに基づいていて、エンドユーザはスクリーンをメ
イン機器から分離するとともに、このスクリーンは、スクリーンの位置および方向に従っ
てモデルを表示することになる。開示された典型的な実施の形態によれば、トラブル解決
者は、ユーザ位置を通知されて、エンドユーザの視点からモデルを見ることもできる。モ
バイル機器は、ライブ情報を送信したり、一視点で固定したり、さらにはトラブル解決者
の指示を表示することによってエンドユーザをガイドしたりすることもできる。ユーザの
位置を遠隔のトラブル解決者へシームレスにもたらすとともに、エンドユーザ視点からの
状況の共有ビューを両者に提供することにより、故障モード中の機器のトラブル解決を効
果的に行って修復する、トラブル解決シナリオが強化される。
【００１７】
　ここでエンドユーザが、遠隔のトラブル解決者と共同作業を行って、例えば複合機など
の機器で経験した問題を解決する状況が、考察される。本開示のトラブル解決を共同作業
する方法およびシステムは、トラブル解決を共同作業するシステムに関連付けられた、米
国特許第７，７１５，０３７号明細書および米国特許出願第１２／６８９，７３７号明細
書内に開示された技術の拡張を提供する。この拡張は、複合機の周りにあるモバイルまた
は着脱可能スクリーンの位置を使用して、エンドユーザ位置に適応するとともにユーザお
よびトラブル解決者によってともに共有される、トラブル解決セッションのビューを組み
立てることを含む。
【００１８】
　実質的には、本開示は、以前に開示されていない次の特徴を提供する。
【００１９】
　１．トラブル解決を共同作業する状況において仮想ビューを提供する、３Ｄ、２Ｄなど
のモデルの使用であって、遠隔のトラブル解決者およびエンドユーザが、ともにこのよう
な１つのビューを共有し、それは、機器の周りにいるエンドユーザの位置および／または
方向に、ならびに機器の検知状態に適応する、モデルの使用。
【００２０】
　２．共有された動的ビュー、およびスクリーンを適切な方向に位置決めすることによっ
てエンドユーザが一部分を指し示す能力を含む次のいくつかのモダリティ、に基づく遠隔
の共同作業のサポート。
【００２１】
　３．検知された機器の状態と観察された機器の状態との間の不一致点の検出に対するサ
ポート。
【００２２】
　上述したように、ここでエンドユーザが、遠隔のトラブル解決者と共同作業を行って、
例えば複合機、プリンタ、スキャナなどの機器で経験した問題を解決する状況が、考察さ
れる。エンドユーザおよびトラブル解決者は、典型的には電話を通じて通信し、エンドユ
ーザが問題およびなされた操作を説明して、トラブル解決者が指示を与える。Ｃａｓｔｅ
ｌｌａｎｉ他による、発明の名称が「ＢＩ－ＤＩＲＥＣＴＩＯＮＡＬ　ＲＥＭＯＴＥ　Ｖ
ＩＳＵＡＬＩＺＡＴＩＯＮ　ＦＯＲ　ＳＵＰＰＯＲＴＩＮＧ　ＣＯＬＬＡＢＯＲＡＴＩＶ
Ｅ　ＭＡＣＨＩＮＥ　ＴＲＯＵＢＬＥＳＨＯＯＴＩＮＧ（共同作業するマシンのトラブル
解決をサポートする双方向遠隔ビジュアル化）」で、発行日が２０１０年５月１１日であ
る、米国特許第７，７１５，０３７号明細書、ならびにＳ．Ｃａｓｔｅｌｌａｎｉ、Ａ．
Ｇｒａｓｓｏ、Ｊ．Ｏ’ＮｅｉｌｌおよびＦ．Ｒｏｕｌｌａｎｄによる「ＤＥＳＩＧＮＩ
ＮＧ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ　ＡＳ　ＡＮ　ＥＭＢＥＤＤＥＤ　ＲＥＳＯＵＲＣＥ　ＦＯ
Ｒ　ＴＲＯＵＢＬＥＳＨＯＯＴＩＮＧ（トラブル解決用エンベデッドリソースとしての設
計技術）」Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　Ｃｏｏｐｅ
ｒａｔｉｖｅ　Ｗｏｒｋ　（ＪＣＳＣＷ）第１８巻、Ｎｏ．２－３、１９９－２２７頁、
２００９年、において開示されたものなどの音声通信に加えて、本明細書で開示される方
法およびシステムは、さらに先端のトラブル解決の特徴を提供する。
【００２３】
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　米国特許第７，７１５，０３７号明細書によれば、エンドユーザおよびトラブル解決者
は、それぞれ（エンドユーザ用に）機器スクリーン上および（トラブル解決者用に）デス
クトップ上で、機器状態の共有３Ｄ表現を通じて通信して、機器の一部分を指し示すとと
もに、トラブル解決を行うステップを提案する。しかしながら、スクリーンが一般に機器
上に、例えば複合機の上に静的に設置されるので、他の場所の一部分で修復が行われる場
合、エンドユーザは、これらの部分への作業の間、スクリーンを見ることができない。さ
らにその上、表示される情報は、実際の物理的な機器に関連付けられようとする努力を必
要とする。これは、スクリーン上に表示された機器の３Ｄ表現が、現在のエンドユーザの
視点に対して当てはまらないという事実に起因している。トラブル解決者側では、３Ｄ表
現を通じてトラブル解決者が機器状態に関する情報を入手するにしても、トラブル解決者
は、機器に対するエンドユーザの位置およびユーザが見ているものに関する情報を欠いて
いる。
【００２４】
　本開示の一部の態様によれば、これらの問題は対処される。
【００２５】
　Ｃａｓｔｅｌｌａｎｉ他による米国特許第７，７１５，０３７号明細書およびＭｅｕｎ
ｉｅｒ他による米国特許出願第１２／６８９，７３７号明細書内に開示されたものなどの
トラブル解決を共同作業するシステムを用いて、エンドユーザとトラブル解決者との間の
やり取りを増強させることが提供される。
【００２６】
　米国特許第７，７１５，０３７号明細書のトラブル解決を共同作業するシステムは、機
器に関する問題を経験する機器のエンドユーザが、機器から直接にコールセンターに電話
をしたり、機器自体を通じて遠隔のトラブル解決者とやり取りしたりすることを可能にす
る。エンドユーザおよびトラブル解決者は、機器状態の共有表現を提供される。共有表現
は、主に、不調の機器の３Ｄモデル、ならびにこの３Ｄモデルとやり取りする手段であっ
て、トラブル解決作業におけるエンドユーザおよびトラブル解決者の役割に適応した相当
数の手段で構成される。共有表現は、機器自体側のエンドユーザ、およびトラブル解決者
の端末、すなわちトラブル解決者インターフェースへ提示される。この表現は、機器自体
へリンクされて、機器の動作がこの表現上に示されるようになり、例えば顧客がドアを開
ける場合、そのドアはこの表現上に現れて、トラブル解決者はそれを見ることになる。こ
れは、機器に備わっているセンサを通じて可能となる。相互の視点が、この表現でサポー
トされるとともにこの表現とやり取りし、エンドユーザは、トラブル解決者に機器の一部
分を指し示すことができ、トラブル解決者は、一部分を指し示して、トラブル解決を行う
ステップを提案することができる。
【００２７】
　本明細書で説明される典型的な実施の形態によれば、Ｍｅｕｎｉｅｒ他による米国特許
出願第１２／６８９，７３７号明細書に見られるように、機器スクリーンは、機器から分
離されて、典型的な一実施の形態に従う機器の３Ｄ表現が、機器と相対的なスクリーン位
置および方向に従って、機器スクリーン上に描画される。
【００２８】
　加えて、本開示の典型的な態様によれば、２つの視点がトラブル解決者に役立つ。
【００２９】
　（１）機器の３Ｄ表現についてのトラブル解決者のビュー、および
　（２）エンドユーザに表示される通りの機器の仮想表現、例えば２Ｄ、３Ｄまたは他の
ビュー。
【００３０】
　スクリーンの位置は検出することができるので、スクリーンは、機器に対するエンドユ
ーザのもっともありそうな位置をトラブル解決者に通知するために、「エンドユーザ・セ
ンサ」として機能することができる。典型的な一実施の形態によれば、Ｒｏｕｌｌａｎｄ
による、発明の名称が「ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＬＯＣＡＴＩＮ
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Ｇ　ＡＮ　ＯＰＥＲＡＴＯＲ　ＩＮ　Ａ　ＲＥＭＯＴＥ　ＴＲＯＵＢＬＥＳＨＯＯＴＩＮ
Ｇ　ＣＯＮＴＥＸＴ（遠隔のトラブル解決を行う場面において操作者の位置を突き止める
システムおよび方法）」で、公開日が２０１０年５月２０日である、米国特許出願公開第
２０１０／０１２５７５９号明細書内に記載されたものなどの、粗密位置決めモデルが用
いられる。
【００３１】
　Ｍｅｕｎｉｅｒ他による米国特許出願第１２／６８９，７３７号明細書内に開示された
ものとは異なって、スクリーン方向は、初期設定では利用されない。このように、典型的
な一実施の形態によれば、特定のエンドユーザ動作が、以下で説明されるように行われる
場合を除いて、エンドユーザへ表示される仮想表現は、例えば５０ｃｍの、しかしこれに
限定されない長さのスクリーンの重要な移動に関してだけ、変化する。さらに、仮想表現
は、方向の変化に関して、必ずしも変化しない。加えて、本システムは、床の上にスクリ
ーンを配置すると、ビュー角が変化しないように構成することができる。このように、エ
ンドユーザおよびトラブル解決者は、ともに状況の共通の理解を共有する。
【００３２】
　本開示の典型的な実施の形態の別の態様によれば、およびＭｅｕｎｉｅｒ他による米国
特許出願第１２／６８９，７３７号明細書内に開示されたものと同様にして、スクリーン
は、エンドユーザの制御の下で、仮想のビデオカメラとして機能することができる。次い
でカメラ隠喩に続いて、位置および方向をともに考慮に入れた静止ビューが、エンドユー
ザによって選択されるが、この静止ビューはトラブル解決者との共有ビューになることが
できる。
【００３３】
　任意の静止ビューがトラブル解決者によって使用されて、例えば２Ｄまたは３Ｄモード
、場合によっては３Ｄアニメーションを用いて、エンドユーザに機器の特定の場所を指し
示すことができる。加えて、モバイルスクリーンは、エンドユーザが、トラブル解決者に
伝えるための、機器の一部分、場所などをポイントすることを可能にするポインティング
デバイスを備えることができる。
【００３４】
　トラブル解決プロセスの現在の状態および機器状態が与えられたとすると、典型的な一
実施の形態によれば、トラブル解決者は、本システムを制御して、現在の状態から所望の
状態へ向かうのに必要となる指示、および所望の状態が達成された後で通知されようとす
る指示をユーザに示す。
【００３５】
　機器の実際の状態と検知状態との間に、望ましくない不一致点が生じる可能性があり、
この不一致点は、エンドユーザには目に見えるようになってもよく、それは、ユーザが実
際の物理的な機器および機器のセンサ入力に基づく機器の仮想表現を、ともに観察してい
るためである。エンドユーザは、電話を通じて任意のこのような不一致点を報告すること
ができ、場合によってはトラブル解決セッションを促進することになる。例えば、エンド
ユーザは、描画機能を終了して、仮想表現内の同一の出来事を観察しなくてもよい。
【００３６】
　次は、本開示に従う、トラブル解決を共同作業するシステムの典型的な実施の形態に関
連付けられた特徴の非排他的リストである。着脱可能スクリーン上に表示されたエンドユ
ーザクライアントは、「カメラ／フリーズ」ボタンをさらに含む。
【００３７】
　図２に示されるように、トラブル解決者には２つの視点が利用可能である。
【００３８】
　共有視点：機器の３Ｄ仮想表現は、エンドユーザとトラブル解決者との間で発生して共
有され、機器状態と同期化される。
【００３９】
　トラブル解決者のローカル視点：トラブル解決者により構成された機器表現は、機器状
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態およびエンドユーザ視点、すなわち共有視点と同期化したり、接続を切ったりすること
ができる。
【００４０】
　このように定義されたクライアント、すなわち共有視点およびローカル視点を用いて、
エンドユーザおよびトラブル解決者は、次のやり取りモードに従うトラブル解決セッショ
ンにおいて、共同作業を行う。
【００４１】
　エンドユーザのクライアント内およびトラブル解決者のクライアント内でともに目に見
える３Ｄ共有表現は、次の３つの別々のやり取りモードに従って動作することができる。
【００４２】
　ライブ：共有表現は、機器の周りのエンドユーザの位置に従って更新され、比較的安定
した画像を保つために、主要な変化だけ考慮に入れる。
【００４３】
　フリーズ：共有表現は、エンドユーザによって定義された視点において、フリーズされ
る。
【００４４】
　ガイド：共有表現は、Ｍｅｕｎｉｅｒ他による米国特許出願第１２／６８９，７３７号
明細書内に記載されたような機器上で、一部分の位置を突き止めるおよび／または操作を
実行するようにエンドユーザをガイドするために、オーバーレイされた指示を有するライ
ブモードを含む。
【００４５】
　典型的な一実施の形態によれば、ライブモードは、初期設定モードであり、すなわちこ
のモードにおいてトラブル解決セッションが開始し、別のモードが終了するたびに、本シ
ステムはライブモードに復帰する。
【００４６】
　トラブル解決者にだけ利用できるローカル視点は、トラブル解決者が仮想の機器を自由
に操縦して、機器の一部分を動作させるためのシミュレーションモードに一致する一モー
ドのやり取りだけを可能にする。
【００４７】
　上述した視点、すなわち共有表現およびローカル表現、ならびに種々のモードから、関
係者は次の動作を実行することができる。
【００４８】
　１）エンドユーザが移動する。
　これは、ライブモードにおいて利用できる暗黙の動作である。着脱可能スクリーンをユ
ーザの手に備えて、機器の周りを移動することによって、エンドユーザは、機器の周りの
エンドユーザの位置に従って、共有表現の視点を修正している。
【００４９】
　２）エンドユーザは、ビューをフリーズする。
　ライブモードからフリーズモードへ移行するために、エンドユーザは、カメラ／フリー
ズボタンを押すことができる。ボタンを押さないと、カメラのように機能する着脱可能ス
クリーンを用いてポイントされた視点に、共有表現がフリーズすることになる。この場合
、エンドユーザは、スクリーンが機器からどれほど近接しているかに従って、視点の方向
およびズームレベルをともに制御することができる。ボタンの２重押しまたは十分に大き
な移動により、スクリーンはライブモードに戻る。
【００５０】
　３）エンドユーザは、ビュー上の一部分をポイントする。
　本システムがフリーズモードにあるとき、エンドユーザは、スクリーンにタッチしたり
、フリーズ表現上の１つのエレメントを指し示すために、ポインティングデバイスを用い
たりすることができる。このようなフリーズ視点は、さらに利用するために、トラブル解
決者によって記憶することができる。我々が主として機器の仮想の３Ｄモデルの使用を考
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える一方で、１つの拡張は、スクリーンの内部に実際のスチルカメラを埋め込むことにあ
る。この場合、フリーズ視点は、実際の像で高めることができる。
【００５１】
　４）トラブル解決者は、ローカル視点で共有視点を更新する。
　トラブル解決者は、本システムを制御して、共有視点をトラブル解決者独自のローカル
視点と同期化させる。この場合、共有ビューは、ガイドモードへ変わって、適切な視点へ
移動するためにエンドユーザへ指示を与える。
【００５２】
　５）トラブル解決者は、共有視点でローカルビューを更新する。
　共有ビューがライブまたはフリーズのとき、トラブル解決者は、ローカル視点をエンド
ユーザの視点へリセットするように望んでもよい。この場合、ローカル視点は、現在の共
有視点へ更新される。
【００５３】
　６）トラブル解決者は、実行すべき次のステップを指し示す。
　この動作は、トラブル解決者がローカルビュー上で仮想の機器の状態を修正したという
追加を含む、ローカル視点に関連付けられた情報で、共有視点を更新することと同様であ
る。本システムは、エンドユーザをガイドして、実際の機器上でこの変化を再生する。
【００５４】
　７）トラブル解決者は、共有ビュー上の一部分をポイントする。
　共有ビューがフリーズすると、トラブル解決者は、場所／部分をポイントして、エンド
ユーザをガイドすることができる。
【００５５】
　エンドユーザは、３Ｄ表現が機器の現在の状態に一致することを検査することができる
。この一致が破られるたびに、これは、センサが適切に動作していないか、それとも場合
によっては検知されていない部分が予想外の状態にあるかを指し示している。エンドユー
ザは、この状態の不一致をトラブル解決者に報告して、トラブル解決者は、解決法、回避
策を見いだし、または場合によっては遠隔のトラブル解決セッションを中断して技術者を
送ることになる。
【００５６】
　本明細書に説明されるように、主題システムは、機器問題を解決しようとするとき、ユ
ーザ／トラブル解決者間のやり取りにおいて生じる共通の障壁を乗り越えるシステムおよ
び方法を含む。機器は、トラブル解決専門家とユーザとの間におけるインフラストラクチ
ャの媒介者となって、双方向の機器の共有仮想表現を作り出し、ユーザおよびトラブル解
決者は、機器に関連付けられた問題のトラブル解決を行うために、この共有仮想表現を操
作して、動作を調整するとともに実行することができる。ユーザは、機器を通じて技術サ
ポートにアクセスして、音声映像通信回線を介してトラブル解決者との独立したまたは提
案されたやり取りを実行する。したがって、大部分の関係者には、機器上で実際に実行さ
れる動作をリアルタイムに理解することが実施可能となり、それによって一般におよび現
在、トラブル解決シナリオに影響を及ぼしている、記述的および空間的問題を克服するリ
ソースが提供される。共有表現は、技術サポートが、機器上で動作を実行するために、遠
隔のユーザの能力をより良好に利用することを可能にする。
【００５７】
　したがって、共有表現は、トラブル解決者の問題の理解を高めて、解決法の発見をさら
に支援する。主題システムは、トラブル解決者とユーザとの間を媒介して、問題の供給源
、すなわち機器への相互のアクセスを有しないにもかかわらず、両者が相互に解決法に達
することを可能にする。主要な利益は、音声だけのやり取りで達成されるが、これは、大
部分のユーザ／トラブル解決者間のやり取りが、部分を説明すること、指示を配信するこ
となどの、空間的本質の作業を伴うためである。
【００５８】
　本開示の共同作業システムおよび方法の典型的な実施の形態が、図３～図１５を参照し
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て以下に説明される。
【００５９】
　図３を参照すると、画像機器１０（プリンタ／複写機、複合機）は、従来のファイアウ
ォール／イントラネット／インターネットリンクを含む通信リンク１４を経由して、サー
ビス部門／トラブル解決者１２へ接続される。トラブル解決者１２は、通話管理システム
１６および知識ベース１８を含み、知識ベース１８は、顧客情報および通話サポート情報
を含むデータベースを含み、さらに詳細にはトラブル解決者１２は、知識ベース１８内に
、記憶された機器１０のデータ識別、および機器のサービスを提供する場合にユーザが見
ることになるような機器１０の求められるビジュアル表現のモデル、を含む。ユーザは、
以下でさらに十分に詳細になるように、音声入力／出力、および共有表現の表示用のビジ
ュアル画像機器２１を通じて、強化されたユーザ／トラブル解決者間のやり取りにアクセ
スすることができる。
【００６０】
　図４を参照すると、トラブル解決を行うこともしくは解決することができない、または
自身で解決することを望まないような、機器に関する問題をユーザが見出す３０とき、主
題のトラブル解決シナリオが開始される。このような問題は、本来はソフトウェアでもハ
ードウェアでもよいが、しかし次の典型的な説明では、ハードウェアだけの場合と同様に
説明されることになる。機器１０のディスプレイのユーザインターフェース（「ＵＩ」：
ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）上で、「電話呼び出しサポート」ボタンを選択すること
によって、電話呼び出しが遠隔のサポートセンターおよびトラブル解決者１２に入る３２
。代わりの構成としては、機器１０が問題を検出すると、その問題がユーザに指し示され
、ユーザは、サポートに電話すべきであることを、ＵＩを経由して助言される。音声ビジ
ュアル・リンクは、関係のあるデータを伝送するためのセキュアなデータ接続を経由して
、顧客サポートセンター・サーバへ音声をセキュアにエンド・ツー・エンド接続すること
を含む。関係のあるデータは、次のいずれかまたはすべてを含むことができる。
【００６１】
　・機器シリアル番号、
　・ユーザがログインされる場合、例えば名前および他の任意の関係のある情報などの、
ユーザＩＤ、
　・機器の現在の状態でのセンサ情報などの、機器診断データ、
　・例えばトナーの取り換えなどの、機器イベント上の履歴情報、および
　・ユーザのトラブル解決ツールとのやり取り、例えば知識ベースなどのとのやり取りな
どの、やり取りデータ。
【００６２】
　トラブル解決を行う遠隔のサーバは、それ自体に記憶された、機器を特定する３４デー
タ、および他のトラブル解決セッションの記録との組み合わせで、関係のあるデータを使
用し、それによって初期の機器表現を組み立てる。次いで、ユーザは、サービス依頼電話
が入った後、音声リンクを確立する３６ためヘッドセットを装着するように求められる。
代わりの構成としては、セキュアな音声接続が形成されて、オペレータが電話に出ると、
音声およびビジュアル信号が、例えば電話スタイルの呼び出し音および「ヘッドセットを
装着してください」とのメッセージとなるようにしてもよい。初期の機器表現が発生し３
８、ユーザおよびトラブル解決専門家へともに同期して表示される４０。機器表現のユー
ザ指向版は、例えばドアが開けられているなどを示す、機器の現在の状態のビジュアル表
現を含む。トラブル解決者に利用可能な、機器の補足的ローカル表現は、何にアクセスで
きたかおよび現在の問題に何が関係あるかに従って、変化することができる次の情報の一
部または全部を含む。
【００６３】
　ａ）利用可能なら、次の記載事項を示す機器の履歴：
　・例えば部品の取り換えを含む、フィールドエンジニアの介入セッション、
　・以前のトラブル解決を共同作業するセッション、
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　・以前のユーザのトラブル解決セッション、
　・例えば消耗品の取り換え、例えば用紙ジャムなどの警報を含む、メンテナンスセッシ
ョン、
　・例えばトレイ１が開いているなどの、通常のやり取り。
【００６４】
　履歴は、次のように表すことができる：
　（１）単純に構造化されていないまたは構造化されたリスト（例えばツリー）として、
もしくは
　（２）ノードが機器の状態を表す、状態図として、または
　（３）機器の状態における物理的な変化を示すアニメーションによって。トラブル解決
者は、履歴内の記載事項を操縦し、さらに細目を見て、ユーザが電話でサービス依頼をす
る前に機器上で実行した動作、またはすでに起こっていた類似の問題を見出すことができ
る。
【００６５】
　ｂ）機器の現在の状態は、次の事柄を含む：
　１．ユーザが現在見ているような（仮想モデルまたは画像による）機器のビジュアル説
明。加えて、この表現は、別々の空間的視点（前面側、左側、右側、背面側）からのビュ
ーで強化することができて、一見しただけで問題を容易に認識することができる。
　２．次の事柄などの他の潜在的選択肢：
　ｉ．画像品質問題のサンプル、
　ｉｉ．機器が生み出す雑音のサンプル、
　ｉｉｉ．異常な振動のサンプル。
【００６６】
　ｃ）機器のビジュアル表現および空間的視点を用いて表示される、機器に対するユーザ
の位置。
【００６７】
　ｄ）共同作業システムを通じてやり取りする手段。
【００６８】
　共同作業のインターフェースが確立された後、ユーザは、機器上で動作を実行すること
ができ、モバイルディスプレイ上でやり取りの現在の状態を示す画像インターフェースを
提供される。したがって、共同作業システムは、機器のユーザと助言するトラブル解決者
との間の共有仮想表現の双方向のビジュアル化を含む。
【００６９】
　トラブル解決プロセスの間に、トラブル解決者１２は、例えば機器の一部分を移動させ
るなどの、特定のトラブル解決操作を実行するために何をすべきかに関する指示を、ユー
ザに与えることができる。トラブル解決者は、次に示すＵＩ（ユーザインターフェース）
を提供される：
　・現在検知されている動作（例えばトレイが開いている）、機器の履歴、既知の場合に
はユーザの位置、およびトラブル解決者と共有される機器の仮想表現を含み、やり取りか
ら結果として生じるような機器の現在の状態を示す、インタラクティブな主ウィンドウ。
　・ユーザの動作を示すウィンドウ内の制御ボタンも提供される。
【００７０】
　トラブル解決専門家へ機器問題を伝達する４２ためには、ユーザは、通常、機器の一部
分を指し示す必要がある。このような指示は、信号を送り、特定するためのモバイルＵＩ
を用いることによって達成されるが、例えばカーソルは、ＵＩディスプレイの主ウィンド
ウ上およびユーザの動作を示すウィンドウ上で、ともに部分を指し示すことができる。ユ
ーザは、一部分をたたく、例えばその一部分を軽くたたく、および／またはその一部分に
ごく近接した状態になる、例えば非接触式センサに関連付けられた欄に入力することによ
っても、その一部分を指し示すことができる。さらに加えて、ユーザは、機器上で動作を
実行することができる。ユーザによって実行された動作に関する情報は、トラブル解決者



(12) JP 5727947 B2 2015.6.3

10

20

30

40

50

へ送られて、トラブル解決者は、機器の共有仮想表現およびトラブル解決者にだけ利用で
きるローカルの機器表現の両方で、ユーザ動作の結果を見る。音声会話に加えて、このよ
うな動作は、専門家へ機器問題を効果的に伝達する４２。
【００７１】
　ユーザ動作に応じて、トラブル解決側の専門家は、補正動作を提案して問題を解決する
究極の目的のために、ユーザディスプレイを制御することによって、共有仮想表現上に表
された機器の一部分を指し示すこともできる。特定部分は、機器モバイルディスプレイ上
にユーザによって遠隔的に示されるが、代わりの構成としては、利用できるなら、例えば
ＬＥＤなどのビジュアル指標が、部分特定を容易にする。ＬＥＤは、機器の一部分上で、
ユーザが位置を特定するのに特別に助けとなるようにアクティブ化される。専門家は、こ
のような指示の後、次いで機器上で、または機器の共有仮想表現に表すことができる部分
上で、ユーザが実行すべき動作を選択することになる。トラブル解決者は、一部分を選択
し、その後で、利用できる選択肢のメニューおよび使用されようとする力の量から、例え
ば押す、引っ張る、回転させるまたはこれらの組み合わせなどの、適切な動作を選ぶ。こ
のような動作は、モバイルディスプレイ上でユーザへ示されて、選択された部分に対して
ビジュアル指標がアクティブ化される。その一部分上に使用すべき力の量を指し示すと、
動作を正確に実行するのに必要とする適切な力を、異なる輝度がユーザに指し示すことに
なる。移動の検知も、ビジュアル指標の一連のアクティブ化において、指し示すことがで
きる。トラブル解決者のために動作を指定する実現性は、記憶リソースからの選択動作で
あり、モバイルＵＩ上に表示される主ウィンドウ内の機器の提示物上へ、選択動作をドラ
ッグ・アンド・ドロップすることである。
【００７２】
　代わりの構成としては、専門家はユーザを電話で保留状態にすることができ、その結果
、トラブル解決者は、例えばいくつかのテストをユーザと共有せずに行う目的のために、
一時的にユーザから切断されることになる。この状況においてユーザ側では、モバイルＵ
Ｉは、ユーザに保留状態を通知するメッセージを示すことになる。用語「保留」が、コー
ルセンターのトラブル解決者が使用する現在の電話隠喩を保持するように機能するような
ミューティング行動を、「保留」は意味している。
【００７３】
　主題システムの重要な態様は、ユーザが、機器の実際の状態を共有仮想機器表現と比較
して、専門家が正しい機器状態として指し示すものと、ユーザが見ている実際の状態との
間の任意の差を特定する４８ことができることである。例えば、共有仮想機器表現が、特
定の掛け金を正しく正常な位置にあるように示し、かつ掛け金が指し示された位置にない
ことを、ユーザが比較によって見ることができる場合、掛け金の位置決め誤りは、問題の
供給源であることがあり、掛け金を正しい位置へ移動することは、ユーザが探し求めた所
望の補正動作となるかもしれない。主題の構成部品における特定の位置決めの伝達後には
、ユーザは、選択的な機器位置および／または構成部品を特定するために、たたき動作お
よび／または非接触動作を再び開始する５０ことができる。実際の機器状態と専門家が考
察する機器状態との間の差を明確に特定するために、機器内部のシステムセンサは、通信
リンクを通じて、選択された位置および／または構成部品を認識する５２とともに伝達す
ることができる。次いで、専門家が問題および差を特定して５４、ユーザに補正動作を明
確に指し示すことができ、その結果ユーザはその補正動作を実行することができる５６。
【００７４】
　上述の例は、説明の目的で提供されたが、上述の例に限定されないことを理解されたい
。例えば、問題を表す１つ以上の通信、および／または問題を解決する動作を提案する１
つ以上の通信があるとすることができることを理解されたい。例えば、補正動作５６の実
行後、機器の１つ以上の他の共有仮想表現が発生し３８、ユーザおよびトラブル解決専門
家に同期してともに表示することができる４０。
【００７５】
　図５、図６および図７を参照すると、主題システムを含む典型的な機器が示される。図
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５は、非接触式センサ８２を有する機器８０を図示し、このセンサは、例えば非接触容量
性センサであり、機器８０の部品を特定するために、人の近接性を非接触で検出すること
ができる。詳細に上述したように、トラブル解決専門家へ問題を伝達するために、ユーザ
は、通常、機器の一部分を特定する。ユーザは、非接触式センサ８２が発生させる場を乱
すことによって、例えば描写されるように、手または指で場に浸入することによって、機
器８０の一部分を指し示すことができる。その情報は、位置コントローラ８４を経由して
トラブル解決者へ伝達され、トラブル解決者は、詳細に上述したように、共有仮想機器表
現８７上にその結果をビジュアル化することができる。その結果および任意の音声会話は
、専門家へ問題を効果的に伝達する。
【００７６】
　図６は、機器８０のユーザ選択部品を特定するたたき動作センサ８８を有する機器８０
を図示する。ユーザは、一部分をたたく、またはその一部分を軽くたたくことによって、
機器８０のその一部分を指し示すことができる。同様に、その情報は、位置コントローラ
８４を経由してトラブル解決者へ伝達され、トラブル解決者は、その結果をモバイルＵＩ
８７上にビジュアル化するが、その結果および任意の音声会話は、専門家へ問題を効果的
に伝達する。
【００７７】
　図７は、より良好に機器または構成部品の位置決めを特定するためのビジュアル指標位
置決めを図示する。図５および図６において説明された非接触式およびたたき動作センサ
によって検出されたユーザ動作に応じて、トラブル解決側の専門家は、補正動作を提案し
て問題を解決するために、モバイルＵＩ８７を経由して機器８０の一部分を指し示すこと
ができる。１つ以上の照射エレメントなどの種々のビジュアル指標９２を通じて、ディス
プレイ９０上に、特定部分がユーザへ遠隔的に示される。描写されるように、ＬＥＤコン
トローラ９４は、１つ以上のビジュアル指標９２に照射するのに用いることができる。次
いで専門家は、ユーザが機器８０または機器８０の特定部品上で実行すべき動作を選択す
ることができる。この動作は、ユーザへ提供されて、選択された部品に対するビジュアル
指標９０がアクティブ化される。
【００７８】
　主題のトラブル解決を共同作業することに対して上述した手順は、ただ単に典型的であ
るにすぎず、ユーザおよび専門家が通信プロセスの効率をさらに高めると判断することが
できる一連の処理に並べ替えることができる。
【００７９】
　ここで、例えば複合機のような機器の共有された３次元（３Ｄ）仮想表現などの、上述
した共有仮想表現を表示するように構成される機器用に、着脱可能なディスプレイユニッ
トが説明される。共有仮想表現は、機器の共有仮想表現を表示するとともに、機器のユー
ザが操作可能な部品上で動作を実行するようにユーザをガイドすることによって、ユーザ
を助け、それによって、一般に、部品故障、および用紙、インクもしくはトナーなどの消
耗品の補充または取り換えの必要性などの、機器に関する問題を解決し、用紙経路ネット
ワーク内の用紙輸送妨害物を取り除き、各設定を調整するなどを行う。通常の動作では、
ＵＩディスプレイは、機器上に固定されて、従来の機器ディスプレイとして機能し、それ
によってユーザが、印刷、コピー、および同類のものなどの機器機能を実行するのを助け
る。
【００８０】
　本開示の共同作業システムに関連付けられた典型的なモバイルＵＩ（すなわち、着脱可
能なディスプレイユニット）装置および方法が、印刷、スキャン、および／または他の機
能もしくは同類のものを有する画像描画複合機に関して説明されているものの、本システ
ムおよび方法は、他の複雑な機器、具体的には、マシンについてのユーザの一般の経験を
用いて容易には解決されない問題にユーザが直面する可能性がある電気機械式機器に、同
等に適用できることを理解されたい。
【００８１】
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　図８は、着脱可能なディスプレイユニット１０２を含む典型的な複合機（ＭＦＤ）１０
０を図示する。ディスプレイユニット１０２は、故障部品のトラブル解決を容易に行うた
めに、ユーザによって利用することができる。ディスプレイユニット１０２は、トラブル
解決セッションの間、複合機１００にもっとも近い位置で利用することができる。図８は
、ドッキング位置にあるディスプレイユニット１０２を示し、ドッキング位置においてデ
ィスプレイユニット１０２は、複合機の上面へ、取り外し可能なように取り付けられる。
ディスプレイユニット１０２は、ユーザ１０５によって複合機のドッキングアセンブリ１
０４から分離して、図９に示されるように、ドッキングアセンブリから間隔を置いた現在
の位置へ、移動することができる。ディスプレイユニットは、ユーザによってこの位置に
保持することができ、それによってユーザは、同時に、例えば故障部品を修理したり、ユ
ーザ視点からの機器の共有仮想表現をトラブル解決者へ提供したりすることなどのユーザ
動作を実行しながら、複合機１００の適切な部品の動的３Ｄ仮想表現を発生させて、トラ
ブル解決者と共有することができるようになる。一実施の形態では、複合機１００は、デ
ィスプレイユニットに、有線の通信リンク１０６を設ける。しかしながら、複合機１００
は、複合機１００とディスプレイユニット１０２との間のデータの通信を容易にする、既
知の有線および／または無線のプロトコルを利用することができる。
【００８２】
　ディスプレイユニット１０２は、例えば、ディスプレイユニットを、ドッキング位置か
ら間隔を置いた位置まで、矢印Ａの方向へ前方に引っ張ることによって、ドッキングアセ
ンブリ１０４から取り外すことができる。ディスプレイユニット１０２は、その位置から
矢印ｘ、ｙ、ｚ（例えば、上方向、下方向、横方向、前方向、後方向）によって図示され
た３次元方向に動かすことができるとともに、新しい方向に向けることができ、例えば矢
印Ｒによって図示されるように、ドッキング位置の水平方向から、垂直により近接した方
向へ傾けられ、それによって複合機の前面に位置したユーザは、スクリーンをさらに容易
に見ることになる。
【００８３】
　図９に図示されるように、ディスプレイユニット１０２は、ドッキングアセンブリ１０
４から取り外されると、例えば複合機のパネル上に位置する留め金１０８などの、取り付
け部材を用いて、もう１つの位置に一時的にはめ込むことができる。この目的のため、デ
ィスプレイユニットは、ここではループのように示される、対応する取り付け部材１１０
を有する。
【００８４】
　複合機のユーザは、部品および手順、特にユーザが容易に見ることができない内部の部
品、の適切なビジュアル化が与えられると、しばしば容易に修復することができる問題に
直面する。このような問題の解決を促進するために、ディスプレイユニット１０２は、ユ
ーザが複合機１００の１つ以上の部品に対して作業している間、ユーザおよびトラブル解
決者に複合機の動的３Ｄ仮想表現を提供する。３Ｄ仮想表現は、電気機械式機器に対する
着脱可能なディスプレイユニットの現在の位置および方向に従って、ディスプレイユニッ
ト１０２上で描画されて、トラブル解決者へ伝達され、したがって、複合機の一画像とい
うよりもむしろ状況に当てはめられた３Ｄモデルの共有ビューを提供することになる。
【００８５】
　図９を参照し続けると、ディスプレイユニット１０２は、ドッキングアセンブリ１０４
によって定められた受け台１１３内に収納されるように形作られた筺体１１２を含む。デ
ィスプレイスクリーン１１４は、筺体１１２へ取り付けられる。ディスプレイスクリーン
１１４は、タッチスクリーンでもよい。代わりの構成としてはまたはさらに加えて、ディ
スプレイユニット上に、ユーザが操作可能な制御機能を含むキーパッド１１６が、おそら
くは提供される。
【００８６】
　複合機１００は、ユーザがユーザ動作を実行することができる、種々の部品を含む。部
品の一例として、図９はごみ入れ１２０を示し、ごみ入れもまた、機器１００のユーザが
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操作可能な部品の３Ｄ仮想表現１２４内の１２２において、ディスプレイスクリーン１１
４上にグラフィック的（図式的）にビジュアル化される。
【００８７】
　図１０は、ユーザが、いくつかの部品を収容する複合機１００のトラブル解決を行うの
を助けるために、着脱可能携帯用ディスプレイユニット１０２を使用する、典型的な動的
ディスプレイシステム３００を図示する。ディスプレイシステム３００は、複合機に対す
る、特に複合機の静止した一部分に対する、ディスプレイユニット１０２の位置および方
向を追跡する、位置制御ユニット３０２を含む。位置制御ユニット３０２は、複合機上に
常駐しているように示されるものの、ディスプレイユニット１０２上に常駐して、例えば
リンク１０６を経由して複合機へ、位置および方向情報を伝達してもよいこともまた、考
えられる。ディスプレイユニット１０２は、位置制御ユニット３０２へリアルタイム位置
データを提供する位置センサ３０４を含む。位置センサ３０４は、例えば、直交する３方
向で加速ベクトルを測定する、少なくとも１つの３軸加速度計を含む。位置センサ３０４
は、位置制御ユニット３０２へ加速度ベクトルなどの位置情報を提供する。位置制御ユニ
ットは、ドッキング受け台１１３内のユニット１０２の位置などの基準位置に対して、移
動した距離を決定することができる。このように、位置センサの位置、およびそれゆえに
複合機に対するディスプレイユニットの位置は、空間内の特定の位置まで追跡することが
できる。
【００８８】
　ディスプレイユニット１０２は、基準位置、例えばドッキングアセンブリ１０４内で、
基準位置からの移動の基準点を確立するために初期化される。位置センサ３０４の基準位
置を確立するために、ディスプレイユニット１０２は、ドッキングアセンブリ１０４内に
設置され、ドッキングアセンブリは、位置制御ユニット３０２に対する所定の位置を提供
する。いったん基準位置が確立されると、ディスプレイユニット１０２の位置および方向
は、実質的に任意の頻度で容易に確かめることができる。ドッキングセンサ３０６（図９
）は、ディスプレイユニット１０２がドッキングアセンブリ１０４へ取り付けられる（固
定される）かそれともドッキングアセンブリ１０４から分離されるかを、監視する。ドッ
キングされている間、ディスプレイユニット１０２の基準位置は、確立されるとともに保
持される。いったんディスプレイユニットが、ドックから１番目の分離位置まで移動する
と、ドッキングセンサ３０６は、ディスプレイユニットが無いことを検出し、位置制御ユ
ニット３０２を始動して、ディスプレイユニット１０２の追跡を開始する。
【００８９】
　位置制御ユニット３０２は、例えばシステムバス３１０および／またはリンク１０６を
通じて、機器コントローラ３０８へインターフェースで接続する。このように、位置制御
ユニット３０２は、ディスプレイユニット１０２の位置および方向を提供する。ドッキン
グセンサ３０６もまた、機器コントローラ３０８に追跡の開始信号を提供する。機器コン
トローラ３０８は、ソフトウェアを利用し、システムバス３１０を経由して、ディスプレ
イシステム３００の種々の部品から受けるデータを、処理することができる。一実施の形
態では、機器コントローラ３０８は、本明細書で説明されたシステムおよび方法をサポー
トする。
【００９０】
　任意の適切なコンピュータ機器が、本実施の形態に従って用いることができることを理
解されたい。例えば、スタンドアロン、マルチプロセッサ、分散型、クライアント／サー
バ、ミニコンピュータ、メインフレーム、スーパコンピュータ、デジタルおよびアナログ
、を含むがこれらに限定されないコンピュータアーキテクチャを、本実施の形態に従って
用いることができる。
【００９１】
　一実施の形態では、機器コントローラは、複合機１００と動作可能なように接続された
デジタル・フロント・エンド（ＤＦＥ：ｄｉｇｉｔａｌ　ｆｒｏｎｔ　ｅｎｄ）によって
、ホスト機能を提供される。機器コントローラ３０８は、コンピュータメモリ３１４内に
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記憶された指示を実行する、デジタルプロセッサ３１２を用いることができる。システム
バス３１０は、システムメモリを含む種々のシステム部品をプロセッサ３１２に結合して
もよい。プロセッサ３１２は種々に構成され得、例えばシングルコアプロセッサ、デュア
ルコアプロセッサ、（またはより一般的にはマルチコアプロセッサ）、デジタルプロセッ
サ、協働数値演算コプロセッサ、デジタルコントローラなどである。
【００９２】
　システムバス３１０は、さまざまな市販のバスアーキテクチャのうちのいずれかを用い
る、メモリバスまたはメモリコントローラ、周辺バス、およびローカルバスを含む、いく
つかのタイプのバス構造のうちのいずれかとすることができる。
【００９３】
　メモリ３１４は、リード・オンリ・メモリ（ＲＯＭ：ｒｅａｄ　ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒ
ｙ）およびランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ：ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍ
ｏｒｙ）を含んでもよい。メモリ３１４は、ハード・ディスク・ドライブ、例えば着脱可
能なディスクから読み取りまたは同ディスクへ書き込む、磁気ディスクドライブ、および
例えばＣＤ－ＲＯＭディスク読み取り用の、または他の光学媒体から読み取りもしくは同
媒体へ書き込む、光ディスクドライブ、などのコンピュータ読み取り可能な媒体のうちの
少なくとも何らかの形を、さらに含むことができる。コンピュータ読み取り可能な媒体は
、コンピュータによってアクセスすることができる、任意の利用可能な媒体とすることが
できる。例として、コンピュータ読み取り可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体および通
信媒体を含んでもよいが、これらに限定されない。コンピュータ記憶媒体は、揮発性およ
び不揮発性、リムーバブルおよび非リムーバブル媒体であって、コンピュータ読み取り可
能な指示、データ構造、プログラムモジュールまたは他のデータなどの情報の記憶用に、
任意の方法または技術で実装される媒体を含む。コンピュータ記憶媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリもしくは他のメモリ技術、ＣＤ－ＲＯＭ、デジタル
・バーサタイル・ディスク（ＤＶＤ：ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｃ）
もしくは他の磁気記憶機器、または所望の情報を記憶するのに用いることができる、およ
び機器コントローラ３０８によってアクセスすることができる、任意の他の媒体を含むが
、これらに限定されない。
【００９４】
　機器コントローラ３０は、主メモリ３１４内に記憶された指示に基づいて、複合機１０
０を制御することもできる。
【００９５】
　ユーザは、キーパッド１１６、タッチスクリーン１１４、または他の図示されない入力
機器などのユーザ入力機器を経由して、コマンドおよび情報を入力してもよい。ディスプ
レイスクリーン１１４は、ビデオアダプタ（図示されない）などのインターフェースを経
由して、システムバス３１０へ接続されてもよい。
【００９６】
　ユーザおよびトラブル解決者は、複合機１００の少なくとも一部分の動的３Ｄ仮想表現
１２４を提供されることによって助けられ、その一部分において、故障部品の表現１２２
は、ハイライトされるか、またはそうでない場合、例えばその一部分の名前および任意選
択で他の情報を提供するタグ３１５によって特定される。ディスプレイシステム、または
代わりの構成としては遠隔のトラブル解決を行うクライアントは、３Ｄモデリングユニッ
ト３１６を含み、同ユニットは、複合機１００およびその部品の動的共有３Ｄ表現を発生
させる。３Ｄ仮想表現１２４は、修復との関連でユーザによって目に見えるまたは利用可
能になる、複合機１００の少なくとも一部分を含み、他の部分は表現から省略されてもよ
い。このような表現１２４は、用紙保管トレイ、点検用ドア、用紙経路内のジャム状態の
シートにアクセスするための可動型レバーおよびバッフル、トナーカートリッジまたはイ
ンク容器などのマーキング媒体可換型容器、廃棄トナー容器、他の可換型項目、これに関
する感光体ベルトおよび定着器ロールヒータ、回収トレイ、ステープル機器、および同類
のものなどのフィニッシャ部品を含んでもよい。これらの部品１２０をビジュアル化する
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のと同様に、３Ｄ仮想表現は、部品にアクセスするおよび／または部品を修復するのに用
いられてもよい、ドアを開いたり、レバーを回したり、バッフルを持ち上げたりすること
などの、適切なユーザ動作をビジュアル化する。例えば米国特許出願第１２／３９６，５
０６号明細書および米国特許公開第２００６／０１９７９７３Ａ１号明細書を参照すると
、これらは、参照することによって援用され、典型的な３Ｄモデリングユニット、および
知識ベースを３Ｄモデリングユニット３１６と連結する方法を説明する。特に、リンクデ
ータベース（図示されない）は、ＳＫＢ３２２から抽出された問題および解決法を、モデ
リングユニット３１６によって発生した３Ｄモデルと連結するのに用いることができるが
、この場合には、３Ｄモデルも、例えば複合機に対するディスプレイユニットの位置およ
び方向を考慮に入れている。
【００９７】
　３Ｄモデリングユニット３１６は、さらに現実的なビジュアル経験を３Ｄモデルに与え
るようにユーザによって処理されると、判断されたディスプレイユニット１０２の位置お
よび方向に基づいて、３次元のビューを提供することができる。例えば、ディスプレイユ
ニット１０２は、カメラのビューファインダをまねて、ユーザを複合機１００の故障部品
へガイドする。ディスプレイユニット１０２が移動しながら、ディスプレイ上のグラフィ
ック（図形）表現１２４は、それに応じて変化する。３Ｄモデリングユニット３１６は、
機器コントローラ３０８からシステムバス３１０を経由して、ディスプレイユニット１０
２の相対的な位置および方向を受ける。複合機の寸法は、部品の寸法および位置とともに
既知であり、ディスプレイユニット１０２の位置および方向が、部品の特定の位置と関連
付けることができるようにする。仮想表現が、３Ｄ仮想表現として説明されるものの、複
合機１００の２次元の表現もまた、考えられる。
【００９８】
　３Ｄ仮想表現１２４は、システムバス３１０を経由して、機器コントローラ３０８へ提
供され、スクリーン１１４およびユーザ入力機器１１６を組み込むディスプレイユニット
１０２のグラフィカル・ユーザ・インターフェース（ＧＵＩ：ｇｒａｐｈｉｃａｌ　ｕｓ
ｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）３１８を経由して、表示される。ＧＵＩ３１８によって、ユ
ーザが、複合機の仮想表現を共有するトラブル解決者からの指示を受けて、機器構成およ
び好みの設定を変更すること、複合機１００のトラブル解決に加えて、コピー、ファック
ス、スキャン、または同類のものなどの動作の実行を複合機に依頼すること、などの一連
の動作を実行することが可能となる。故障の場合には、問題になっている故障部品１２０
に関連付けられた部品センサ３２０（図９）が、システムバス３１０を経由して機器コン
トローラ３０８へ、故障が発生していることを信号で送る。機器コントローラ３０８は、
システムバス３１０を経由してＧＵＩ３１８と通信して、問題が発生していることをユー
ザへ報告する。
【００９９】
　検索可能知識ベース（ＳＫＢ）３２２は、システムバス３１０を経由して機器コントロ
ーラ３０８とインターフェースで接続して、ＳＫＢまたは他のデータベースにアクセスす
るトラブル解決者によって提供された情報に加えて、部品１２０に関連付けられたテキス
ト情報および指示を、ＧＵＩ３１８へ提供する。ユーザが、問題および／または機器１０
０に比較的精通している場合、ユーザは、ディスプレイユニット１０２をドッキング状態
から切り離さずに、ＧＵＩ３１８へ提供された指示に追随することができる。しかしなが
ら、ユーザにとって、報告された故障の経験が不足している場合、ユーザは、ディスプレ
イユニット１０２を分離することができ、同ユニットは、追跡を開始し、複合機１００の
３Ｄ仮想表現の表示を変化させる。
【０１００】
　図１１に図示されるように、故障部品表現１２２は、矢印などのビジュアル指標１２６
とともにハイライトされて、ハイライトされた部品の位置へユーザをガイドする。仮想表
現１２４およびビジュアル指標１２６に加えて、ＧＵＩ３１８は、機器モデル１２４に隣
接する指示４０２などの、テキスト情報３１８を表示することができる。テキスト形式の
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指示は、コントローラ３０８によって、ＳＫＢ３２２またはトラブル解決者から検索され
る。指示は、静的とすることができる。または、指示は、例えば、ディスプレイユニット
１０２の位置および方向に基づいて、もしくは部品センサ３２０によって信号で送られた
ユーザ動作の実行に基づいて、動的とすることができる。動的ということは、テキスト形
式の指示が、ディスプレイユニット１０２の位置および方向および／またはユーザ動作に
基づいて、複雑性、詳細、または同類のものを順番に変化させることを意味する。例えば
、１番目の指示が「前面パネルを開ける」であり、前面パネルセンサが、図９に示される
ように、パネルが開いたことを検出する場合、この指示は、グレーアウトにされて、この
動作が実行されたことを指し示してもよい。
【０１０１】
　ＳＫＢ３２２は、問題ステートメント（事例）の構造化電子データベースとすることが
でき、問題ステートメントは、故障部品と、問題を解決するステップを説明する１つ以上
の解決ステートメントとへ連結された、既知の問題の短いテキスト形式の説明でもよい。
各解決法は、問題を解決しようとして、ユーザが実行する一連の１つ以上のステップを含
む。解決法の一連の処理は、少なくとも次の２つの部分で構成されてもよい：何をする必
要があるかを基本的に説明する、タイトル、および問題を解決するためにユーザに１ステ
ップずつ指示を与える、説明。問題ステートメントは、拡張可能マークアップ言語（ＸＭ
Ｌ：ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　ｍａｒｋｕｐ　ｌａｎｇｕａｇｅ）文書などのハイパーテキ
スト文書として記憶されてもよく、同文書は、タグで注釈を付けられ、関連付けられた解
決法へ問題ステートメントを連結する。ＳＫＢが、複合機１００のメモリ３１４内に位置
している間、別の実施の形態では、ＳＫＢは、例えばインターネット、またはローカル・
エリア・ネットワークなどのネットワークを経由して、遠隔的にアクセスされる。
【０１０２】
　機器状態部品３２６は、欠陥が検出されると、機器１００から、例えば部品センサ３２
０から機器状態に関係するフィードバックを受けて、コントローラと通信する。ユーザが
問題を特定する場合には（または部品センサ３２０を経由して問題が検出されるときであ
っても）、観察された問題に対して１つ以上の根本的原因が存在して、各根本的原因が１
つ以上の一連の解決処理を含んでもよい。ＳＫＢ３２２は、問題ステートメントだけの、
または問題ステートメントおよび解決法の両方の内容に従って、インデックスをつけられ
てもよい。このように、ユーザまたはトラブル解決者は、問題ステートメントを選択する
ことができ、その後でユーザは、ディスプレイユニット１０２を分離して、連結された一
連の解決処理のうちの１つを実行し、それによって問題を解決しようと試みる。代わりの
構成としては、ユーザは、問題ステートメントを選択する前に、ディスプレイユニット１
０２を分離することができる。解決法は、問題およびその解決法のうちのもっとも可能性
の高い原因の状態部品３２６による判断に基づいて、ランク付けすることができる。
【０１０３】
　図１１は、表示されたＧＵＩ３１８を有する着脱可能なディスプレイユニット１０２を
図示する。図示されたディスプレイユニット１０２は、タッチに応答するディスプレイパ
ネル１１４を含む。タッチセンサ式は、ディスプレイパネル１１４が、例えば抵抗率また
は静電容量変化などの電気的特性における圧力または局所的変化の検知を通じて、熱、光
検知、またはパネル１１４にタッチしているもしくはごく近接している状態に置かれると
きのユーザの指を検出する動作検知を通じて、ユーザの指「タッチ」に応答して、タッチ
データを発生させることを意味する。例えば電気的信号である、発生したタッチデータは
、パネル上の指タッチの位置を特定して、その位置に基づく機器の動作を制御することを
可能にする。
【０１０４】
　ディスプレイスクリーン１１４は、ディスプレイコントローラ３２４（図９）によって
、通信リンク１０６（図９）を経由してアドレス可能にされてもよく、同コントローラは
、動的３Ｄ仮想表現１２４、テキスト情報３１８、ならびに任意選択で、例えばタブ、ボ
タン４０４、４０６、および同類のもの（図４）のようなユーザ選択可能なグラフィック
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オブジェクトなどの他のグラフィックスを、ディスプレイスクリーン１１４に表示させる
。タッチデータは、ディスプレイコントローラ３２４へ伝達されて、同コントローラは、
接触場所に基づいて、所定のやり方でグラフィックスを調整する。通常の動作では、ディ
スプレイコントローラ３２４からの情報は、システムバス３１０を経由して機器コントロ
ーラ３０８へ伝達されて、機器コントローラは、この情報を用いて複合機１００の動作を
制御する。典型的な実施の形態では、ディスプレイスクリーン１１４はＬＣＤディスプレ
イパネルであるが、しかしながらＯＬＥＤ、プラズマ、ＳＥＣ、ＣＲＴ、または同類のパ
ネルもまた、考えられる。
【０１０５】
　位置コントローラ３０２、３Ｄモデリングユニット３１６、ディスプレイコントローラ
３２４および機器状態部品３２６は、ハードウェアもしくはソフトウェアまたはこれらの
組み合わせで実装されてもよい。一実施の形態では、これらの部品は、メモリ３１４また
は別個のメモリなどのメモリに記憶されたソフトウェア指示の形をしていて、プロセッサ
３１２などのプロセッサによって、または別個のプロセッサによって実行される。典型的
な実施の形態では、これらの部品のそれぞれが、同一のコンピュータ機器上に常駐するも
のの、これらの部品の１つ以上は、別個のコンピュータ機器上に常駐して、機器コントロ
ーラ３０８へ通信可能なように連結されてもよいと考えられている。
【０１０６】
　図１１への参照に戻ると、トラブル解決モードでは、ＧＵＩ３１８は、複合機１００の
動的３Ｄ仮想表現１２４、および、ＳＫＢから検索される関連付けられたテキスト情報３
１８を含む。図示される実施の形態では、情報は、問題を解決する指示４０２を含む。Ｇ
ＵＩは、ソフトボタン４０４として実装される、ポーズ機能、フリーズ機能、またはライ
ブ機能も含むことができるが、しかしながら、物理的な、またはハードボタンを割り当て
ることも、考えられる。ポーズ機能は、ディスプレイユニット１０２の位置または方向に
おける変化にかかわらず、現在の３Ｄ仮想表現１２４を維持するように機能する。例えば
、ユーザは、提案されたユーザ動作を実行するのに、両手を必要とすることがある。この
場合、ユーザは、現在の３Ｄ仮想表現をポーズして、床に、または留め金１０８もしくは
代わりの受け台の上（図９）へ、ディスプレイユニット１０２を置くことができる。留め
金１０８または代わりの受け台は、点検用パネルの内面に位置してもよいし、ユーザが種
々のユーザ動作を容易に実行することができる任意の数の位置に置いてもよい。いったん
ユーザ動作が完了すると、ユーザは、ディスプレイユニット１０２を拾い上げて、ソフト
ボタン４０６をタッチし、それによって複合機１００の動的モデルを再開して、プレイ機
能、またはフリーズ解除機能を作動する。プレイ機能およびポーズ機能は、代わりの構成
としては同一のボタンを利用することができることに留意されたい。
【０１０７】
　一例として、複合機のごみ入れ１２０がいっぱいであると検知されて、ごみ入れを掃除
するように提案される。例えば、部品センサ３２０は、ごみ入れ１２２がいっぱいである
ことを検出して、いっぱいの状態を指し示している検知情報を機器コントローラ３０８へ
伝達する。機器コントローラ３０８は、ＧＵＩ３１８と通信し、それによってユーザおよ
びトラブル解決者へごみ入れ１２２の状態を報告する。依然として複合機へ取り付けられ
た、またはドッキングされたディスプレイユニット１０２のＧＵＩは、テキスト形式の指
示４０２に加えて、ごみ入れの表現１２２を含む複合機の一部分のグラフィック表現１２
４を表示する。
【０１０８】
　ユーザが、ごみ入れ１２２の位置に精通していない場合、ユーザは、ドッキングアセン
ブリ１０４からディスプレイユニット１０２を分離してもよく、同ユニットにおいて、複
合機を表示するグラフィック表現１２４は、位置応答性３Ｄモデルになる。基準位置、例
えばドッキングアセンブリ１０４に対するディスプレイユニットの現在の位置および方向
が与えられたとすると、ＧＵＩは、ユーザが決めたディスプレイユニットの位置および方
向に適応する３Ｄモデルを描画することができる。ビジュアル指標１２６は、実際のごみ
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入れ１２０（スクリーン上でハイライトされる）に近接してディスプレイユニットを位置
付けるように、ユーザをガイドすることができ、この時点で、ごみ入れ除去に関するさら
に詳細なテキスト形式の指示４０２が、描画された３Ｄモデル１２４に隣接して提示する
ことができる。
【０１０９】
　図１２を参照して、ユーザがディスプレイユニット１０２を移動しながら、現在の位置
および方向が与えられると、ユーザおよびトラブル解決者１２４へ提供される３Ｄ仮想表
現が、複合機１００の異なる部品、例えば入力トレイを表してもよい。トラブル解決者が
提供するビジュアル指標１２６は、ユーザをガイドして、ごみ入れの方へディスプレイユ
ニット１０２を移動するように表示されてもよい。
【０１１０】
　図１３を参照すると、ユーザがごみ入れの位置を突き止めるのが、依然として困難であ
る場合、ユーザは、３Ｄ表現１２４が図１４に図示される形に見えるように、ズームアウ
トすることができる。ズームイン機能およびズームアウト機能は、それぞれハードボタン
６０４および６０２として実装されてもよいが、しかしながら、ＧＵＩ３１８内へ統合さ
れたソフトボタンもまた、考えられる。別の実施の形態では、ユーザは、ディスプレイユ
ニット１０２を保持しながら、複合機１００から後ろの方へ下がることができる。位置制
御ユニット３０２は、ディスプレイユニット１０２が、複合機１００からさらに離れてい
ることを判断し、したがってディスプレイユニット１０２の位置に基づいて、ズーム機能
が作動することになる。
【０１１１】
　図１４は、ごみ入れの拡大された表現を図示することに加えて、ユーザが、ディスプレ
イユニット１０２をごみ入れ１２２に物理的に近くなるようにするときの３Ｄ仮想表現１
２４を図示し、この時点で、ユーザは現在の３Ｄ表現１２４をポーズして、ディスプレイ
ユニットを下ろし、または留め金１０８の上にもしくは代わりのドッキングアセンブリ内
に、ディスプレイユニットを置いてもよい。いったんユーザ動作が完了すると、ユーザは
、ディスプレイユニット１０２をドッキングアセンブリ１０４内へ戻し、この時点で、ド
ッキングセンサ３０６は、複合機１００の動的３Ｄ仮想表現１２４および解決された問題
に関する任意のテキスト形式の指示の終了を始動する（ユーザが指定された動作を実行し
て、問題が解決されたと仮定して）。
【０１１２】
　図１５は、機器１００などの電気機械式機器の位置応答性表示を発生させる典型的な方
法を図示する。本方法は、Ｓ１００において開始する。
【０１１３】
　Ｓ１０２において、電気機械式機器の通常の動作中に、電気機械式機器の現在の状態の
データ特性が、着脱可能なディスプレイユニット１０２へ伝達される。データは、印刷、
ファックス、コピーなどのジョブに対して、例えば、選択可能な用紙のタイプ、コピー数
などの機器上で利用できる機能に依存するユーザ選択可能なパラメータを含んでもよい。
いったん選択されると、ディスプレイは、印刷されようとするコピーの数、ファックスが
送信中かどうかなどの、ジョブの進捗を示してもよい。
【０１１４】
　Ｓ１０４において、電気機械式機器は、同機器の部品のうちの１つに問題を検出したり
、部品のうちの１つに問題が存在するというユーザが入力した通知を受けたりする。
【０１１５】
　Ｓ１０７において、電気機械式機器は、遠隔のトラブル解決者との通信リンクを確立す
る。
【０１１６】
　Ｓ１１０において、ユーザは分離するとともに、システムは、ディスプレイユニットが
ドックから分離されたことを、例えばセンサ３０４によって検出して、位置制御ユニット
３０２へ中継される。
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　Ｓ１１２において、ユニット１０２の１番目の現在位置、例えば、ドッキング位置など
の基準位置に対する着脱可能なディスプレイユニットの３Ｄ空間的位置および方向が、判
断される。
【０１１８】
　Ｓ１１４において、判断された３Ｄ空間的位置および／または方向における変化に基づ
いて、電気機械式機器の動的３Ｄ仮想表現が発生するとともに表示される。ユーザが作動
しようとする関係のある部品は、ディスプレイ内でハイライトされる。したがって、ユー
ザおよびトラブル解決者は、複合機の仮想表現および実際の部品が同時に（または事実上
同時に）作動するように見ることができる。電気機械式機器の現在の状態のデータ特性は
、ユーザ動作が検出されて、着脱可能なディスプレイユニットへ伝達されるにつれて、更
新される。
【０１１９】
　Ｓ１１６において、ディスプレイユニットが、例えば空間的位置および／または方向に
おいて、１番目の現在位置とは異なる新たな現在位置へ移動する場合、Ｓ１１２およびＳ
１１４が繰り返される。
【０１２０】
　Ｓ１１８において、ディスプレイユニットがドックに戻ると、ディスプレイユニットの
位置に関して変化する動的３Ｄ共有仮想表現は中止されて、ディスプレイユニットは通常
の動作モードに戻る。
【０１２１】
　本方法は、Ｓ１２０において終了する。
【０１２２】
　図１５に図示された本方法は、コンピュータ上で実行されてもよいコンピュータプログ
ラム製品内に実装することができる。コンピュータプログラム製品は、制御プログラムが
記録された、ディスク、ハードドライブ、または同類のものなどの、有形のコンピュータ
読み取り可能な記録媒体でもよい。コンピュータ読み取り可能な媒体の周知の形は、例え
ば、フロッピーディスク、フレキシブルディスク、ハードディスク、磁気テープ、もしく
は任意の他の磁気記憶媒体、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、もしくは任意の他の光学媒体、ＲＡ
Ｍ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、フラッシュＥＰＲＯＭ、もしくは他のメモリチップもしくは
カートリッジ、またはコンピュータが読み取って利用することができる任意の他の有形の
媒体を含む。代わりの構成としては、本方法は、伝送可能な搬送波内に実装されてもよく
、この搬送波内で、制御プログラムは、音波または光波などの伝送媒体、電波と赤外線デ
ータ通信との間に発生する波および同類のものなどの伝送媒体を用いて、データ信号とし
て具体化される。
【０１２３】
　典型的な方法は、１つ以上の汎用コンピュータ、専用コンピュータ、プログラムされた
マイクロプロセッサまたはマイクロコントローラおよび周辺集積回路素子、ＡＳＩＣまた
は他の集積回路、デジタル・シグナル・プロセッサ、ディスクリート素子回路などのハー
ド・ワイヤードの電子回路またはロジック回路、ＰＬＤ、ＰＬＡ、ＦＰＧＡ、グラフィッ
クカードＣＰＵ（ＧＰＵ）、もしくはＰＡＬ、または同類のものなどのプログラマブル・
ロジック・デバイス上に実装されてもよい。一般に、図１５に示されたフローチャートを
実装することができる有限状態マシンを実装することができる任意の機器は、動的な３Ｄ
表示を発生させるための本方法を実装するのに用いることができる。
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